
全
管
連
青
年
部
北
海
道
で
総
会

新
会
長
に
太
田
氏（
川
崎
市

青
年
部

）選
出

有
給
休
暇
の
取
得
状
況
な
ど
追
加

国

土

交
通
省

公
共
事
業
労
務
費
調
査
で
説
明
会

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
青
年
部
協
議
会
（
秋
山
雅
仁
会
長
）
は
七
月
二
十
七
日
、
北
海
道
・
札
幌
市

の
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
第
二
十
三
回
通
常
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を
満
場
一
致
で
承
認
す
る

と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
事
業
副
部
会
長
の
太
田
勝
晶
氏
（
川
崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合
青
年

部
会
・
㈲
丸
善
興
業
社
長
）
を
新
会
長
に
選
出
し
た
。
太
田
新
会
長
は
力
強
く
決
意
を
表
明
し
、
青
年
部
ら
し
い

若
々
し
い
発
想
で
新
た
な
時
代
へ
邁
進
す
る
よ
う
一
致
団
結
し
た
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。

総
会
に
は
委
任
状
を
含
め

三
十
四
団
体
が
出
席
。
冒

頭
、
秋
山
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
昨
年
は
新
た
に
横

浜
市
管
工
事
協
同
組
合
青
年

部
、
岩
手
県
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
が
加
入
し
、
わ
れ
わ
れ

青
年
部
は
二
十
八
都
道
府
県

三
十
四
団
体
と
な
っ
た
。
千

六
百
名
を
超
え
る
団
体
と
し

て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
事
業
展
開
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
一

層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
議
長
に
髙
橋
智
彦

岩
手
県
連
青
年
部
理
事
を
選

出
し
、
令
和
元
年
度
事
業
計

画
な
ど
五
議
案
を
承
認
。
役

員
改
選
で
は
太
田
新
会
長
を

は
じ
め
副
会
長
に
日
下
貴
博

氏
（
福
島
）
、
山
中
賢
作
氏

（
兵
庫
）
、
瀧
島
康
秀
氏

（
東
京
）
を
選
出
し
た
。
新

年
度
は
「
ア
ヒ
ル
の
た
ま

ご
」
発
刊
、
管
工
事
業
界
Ｐ

Ｒ
ビ
デ
オ
製
作
、
担
い
手
育

成
事
業
の
推
進
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

総
会
終
了
後
、
広
報
関
連

事
業
で
実
施
し
た
エ
コ
ク
ラ

ブ
探
検
隊
の
活
動
を
表
彰
。

ま
た
粕
谷
明
博
全
管
連
専
務

理
事
が
「
水
道
法
の
改
正
に

つ
い
て
」
、
鈴
木
貴
子
衆
院

議
員
が
「
い
ま
を
生
き
る
若

者
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
特
設
会
場
で
は
協

賛
メ
ー
カ
ー
が
最
新
の
技
術

・
製
品
を
紹
介
し
、
参
加
者

は
熱
心
に
見
学
し
た
。

懇
親
会
場
で
は
開
宴
ま
で

青
年
部
Ｐ
Ｒ
動
画
を
サ
イ
ド

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
上
映
。

渡
邉
拓
札
幌
開
催
実
行
委
員

長
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
太

田
新
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｔ
の
進

化
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
環
境
に
柔
軟
に
対
応

し
、
目
的
に
向
か
っ
て
邁
進

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
全
国

の
会
員
一
人
ひ
と
り
と
よ
り

深
く
つ
な
が
っ
て
強
固
な
団

体
に
し
、
突
発
的
な
災
害
に

も
備
え
て
い
き
た
い
。
青
年

部
ら
し
い
発
想
で
新
た
な
時

代
へ
進
ん
で
い
く
よ
う
皆
さ

ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
来
賓
の
大
野
雄
一

北
海
道
建
設
部
建
築
局
長
、

吉
岡
亨
札
幌
市
副
市
長
、
藤

川
幸
造
全
管
連
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。
藤
川
会
長
は

「
青
年
部
協
議
会
が
さ
ら
に

飛
躍
し
、
若
い
力
で
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
激
励
し
、
三
井

一
敏
札
幌
市
水
道
局
水
道
事

業
管
理
者
の
発
声
で
一
斉
に

乾
杯
。
歓
談
後
、
次
回
開
催

地
を
代
表
し
て
林
誠
理
事

（
熊
本
）
が
多
数
の
参
加
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

国
土
交
通
省
は
七
月
二
十

九
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経

済
産
業
省
会
議
室
で
公
共
事

業
労
務
費
調
査
に
関
す
る
関

係
建
設
業
者
団
体
向
け
説
明

会
を
開
催
し
た
。
次
期
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
の
改
定

に
向
け
て
新
た
に
①
有
給
休

暇
の
取
得
状
況
②
週
休
二
日

の
導
入
な
ど
の
休
日
拡
大
③

外
国
人
材
の
賃
金
実
態
④
法

定
福
利
費
の
明
示
状
況
―
―

の
四
項
目
を
追
加
し
、
調
査

の
精
度
・
透
明
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

公
共
工
事
に
お
け
る
予
定

価
格
の
積
算
に
使
用
す
る
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
公

共
事
業
に
従
事
し
た
技
能
労

働
者
に
実
際
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

同
省
は
技
能
労
働
者
の
賃
金

実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め
、
毎
年
十
月
に
関
係
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
て
公
共
事

業
労
務
費
調
査
を
厳
正
に
実

施
し
て
い
る
。

当
日
の
説
明
会
に
は
関
係

団
体
・
企
業
な
ど
約
四
十
名

が
参
加
。
冒
頭
、
松
本
直
樹

同
省
土
地
・
建
設
産
業
局
建

設
市
場
整
備
課
労
働
資
材
対

策
室
長
補
佐
が
「
十
分
な
賃

金
や
処
遇
、
週
休
二
日
の
確

保
な
ど
建
設
産
業
は
重
要
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
今
年

度
の
調
査
は
労
働
基
準
法
の

改
正
な
ど
を
踏
ま
え
て
調
査

項
目
を
追
加
し
た
。
正
確
に

把
握
し
、
労
務
単
価
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ま

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
」
と
藤
條

聡
労
働
資
材
対
策
室
長
の
あ

い
さ
つ
を
代
読
し
た
。

こ
の
あ
と
有
給
休
暇
取
得

義
務
化
に
伴
う
労
務
単
価
へ

の
影
響
、
週
休
二
日
工
事
の

発
注
者
指
定
方
式
と
受
注
者

希
望
方
式
の
違
い
に
よ
る
賃

金
へ
の
影
響
、
特
定
技
能
外

国
人
な
ど
の
賃
金
水
準
、
見

積
も
り
と
契
約
段
階
に
お
け

る
法
定
福
利
費
の
明
示
状
況

な
ど
を
説
明
。
有
給
休
暇
に

つ
い
て
は
労
基
法
の
改
正
で

す
べ
て
の
企
業
が
年
十
日
以

上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与

さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
年

五
日
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。

太田新会長

鈴木衆院議員

札幌パークホテルで開催

決意を込めて一斉に乾杯

藤川全管連会長

粕谷専務理事

関係建設業者団体が参加
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